
単位：千円

中事業名
R3年度
予算額

R4年度
予算額

増減 備考・増減理由

26,387 27,856 1,469

223,000 224,000 1,000

103,000 103,000 0

11,000 8,000 ▲ 3,000 R3申請件数減

31,000 33,000 2,000

2,800 3,400 600
事業拡大に伴い費用が増
加するため。

2,200 6,000 3,800
条例施行に向けたシンポ
ジウム等の実施のため

                   - 24,000 24,000 R4単年度新規事業

350,000 369,000 19,000

6,300 7,400 1,100

30,300 32,300 2,000

18,019 18,581 562

36,317 36,342 25

91,000 91,000 0

（一般財源のみ） 10,422 10,422 0

5,400 5,400 0

14,000 14,000 0

6,000 6,700 700

（一般財源のみ） 5,300 6,000 700

956,723 1,009,979 53,256

市民まちづくり活動
促進基金造成費

79,292 85,158 5,866

新型コロナウイルス
感染症対策支援基金造
成費

200,000 550,000 350,000 寄附額増のため

1,236,015 1,645,137 409,122

新型コロナウイルス感染症
対策支援基金造成費

合計

市民活動推進費

市民活動サポート推進費

市民活動サポートセンター
運営管理費

市民まちづくり活動促進費

地域まちづくり人材育成費

地域課題解決のためのネッ
トワーク構築費

企業による市民活動促進費

小計

査定により、PR業務等の
委託費の増額が認められ
たため（計画事業費内）

市民まちづくり活動促進基
金造成費

未来へつなぐ笑顔の
まちづくり活動推進費

未来へつなぐ笑顔のまちづ
くり活動推進費

地域マネジメント推進費

区役所まちづくり活動推進
費

市民まちづくり活動等への支援に係る令和４年度予算について

小事業名

市民自治推進費

市民自治推進事業

住民組織助成金

まちづくりセンター地域自
主運営化推進費

新たな活動の場創設支援費

町内会活動総合支援費

次世代の活動の担い手育成
費

町内会支援策検討費

町内会デジタル活用促進費

資料１ー１
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新たな活動の場創設支援事業    予算額：8,000千円

 市民グループから、地域のまちづくり活動（ソフト事業）と活動

の場の整備（ハード整備）を結びつけた企画提案を募集。 

審査により、地域との協力体制づくりや運営計画づくりの支援、

整備支援を実施。

まちづくり活動等に関する主な支援事業
町内会活動総合支援事業     予算額：33,000千円

各種広告媒体の活用やイベント等でのＰＲ、不動産関連団体等

との連携による町内会への加入促進啓発、町内会運営に資する講

座（町内会未来塾）や町内会アドバイザー派遣の実施など。 

次世代の活動の担い手育成事業  予算額：3,400千円 

小中学生、高校生、大学生、若者のまちづくり活動参加を促進。

地域マネジメント推進事業    予算額：7,400千円

将来の展望を踏まえた活動指針である「地域まちづくりビジョ

ン」策定のためのワークショップ開催支援、地域分析調書「戦略的

地域カルテ・マップ」（H26年度製作）の改訂など。

町内会支援策検討事業      予算額：6,000千円

「（仮称）札幌市町内会に関する条例」及び支援策を市民に周知

するためのシンポジウム開催及び広報啓発の実施。 
(参考)ごみステーション管理器材等の購入助成の拡充 109,000千円 

区役所まちづくり活動推進事業 予算額：32,300千円

 アクションプラン2019で新たに計画化した、区の特色を活か

した先進的・意欲的なまちづくり活動を推進。  

住民組織助成金       予算額：224,000千円

 町内会・自治会など住民組織に対する助成。 

未来へつなぐ笑顔のまちづくり活動推進事業 

予算額：369,000千円

資料１-２（市民自治推進課 所管事業） 

町内会デジタル活用促進事業  予算額：24,000千円 

町内会に対するデジタル関連機器購入やデジタル活用にあたっ

ての環境整備に係る経費の一部補助、R3年度にモデル事業で制作

した「電子回覧板導入マニュアル」の配付。 

※点線より上段が町内会への支援、下段がその他のまちづくり活動等への支援

 各地域の課題やニーズに基づく市民参加型のまちづくり活動に

対して、各区が地域を支援。 

新規事業 
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企業による市民活動促進事業  予算額：6,７00千円 

企業のまちづくり活動を促進するため、地域に根差した活動に

取り組む企業の認定制度の実施や包括連携協定による協力体制の

構築。 

市民まちづくり活動促進事業  予算額：9１,000千円 

（うち助成金：80,578千円）

 市民や企業からの寄付を募り、市民まちづくり活動団体が行うま

ちづくり活動に助成することで、札幌のまちづくり活動を支える制

度である、さぽーとほっと基金を運用。 

さっぽろまちづくり活動情報サポートサイト「まちさぽ」を運用

し、市民まちづくり活動への参加促進を行うと共に、クリック募金

の公開等により寄付文化の醸成を図る。

まちづくり活動等に関する主な支援事業

地域まちづくり人材育成事業   予算額：5,400千円 

気軽に活動体験できる機会の提供を目的とした、まちづくり活動

体験プログラムの実施。市民まちづくり活動団体が抱える課題を解

決できるスキルを持った人材を育成するためのセミナーや体験派遣

の実施。 

市民活動サポート推進事業   予算額：18,019千円

NPO法人の認証・認定・指定相談、審査、届出受理、指導監督

及び縦覧・閲覧等の事務を行うと共に、法人の基盤強化を目的とし

たセミナーを実施。 

市民まちづくり活動団体を支援する施設として、市民活動プラ

ザ星園を平成23年８月に設置し、団体に貸事務所、貸し会議室、

交流スペースの提供等を実施。運営方法：普通財産の貸付 

地域課題解決のためのネットワーク構築事業 

予算額：14,000千円

まちづくりのスキル・ノウハウを有する NPO と町内会等が地域

課題を解決するため、協働して実施する事業に対して財政的支援を

実施。また、NPOの活動を紹介し、町内会等へ派遣することで連携

を促す。 

市民活動サポートセンター運営管理 

予算額：36,342千円
 市民まちづくり活動団体による様々な市民活動を、総合的に支援

するための拠点施設として、平成15年度に設置。まちづくり活動

に関する情報提供や相談対応、交流サロンや基盤強化の講座等の開

催、事務ブースの提供など。運営方法：指定管理者制度 

資料１-３（市民活動促進担当課 所管事業）



活用が低調な冠基金の活用方法について
【現状】助成申請が低調な冠基金があり、寄付が活用されず冠基金の名前が残り続ける事例あり

【原因】

冠基金設置者の設定した助成条件が限定的で、市民活動団体にとって助成申請しにくい

【解決策（案）】

今後、新規に設置される冠基金
・冠基金の使途として指定できる範囲は分野までに制限
→細かく指定できると使途が制限され助成申請が低調となるため、分野までとする。
・廃止の条件中、残額を10万円未満から25万円未満に変更
→過去5年間の冠基金への助成申請額の統計を取ったところ、25万円以上が過半数(53％)であったため。

既存の冠基金
・冠基金の設置条件変更について、設置者へ個別に説明し同意を得ていく。

資料２ー１



各年度における冠基金の設置及び助成状況

冠基金名 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

イオン環境基金 ◎● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ●

CGCこども基金 ◎● ● ● × × × ● ● ● ● ● ●

松前孝子こども基金 ◎● ● ● ● ● ● ● ● × ●

工藤桂一まるやま動物園応援基金 ◎● ● ● ● ● × ● ● × ×

北海道自転車産業協会
まちづくり基金

◎● ● ● ● ● ● ● × ×

小金湯さくらの森支援基金 ◎ × × ● ● ● ● ● ●

ひまわりピアサポート基金 ◎ ● ● ● ● ● ● ●

オークまちづくり元気基金 ◎● ● ● ● ● ● ● ●

明日佳グループ
スポーツ振興基金

◎● ● ● ● ● × ×

札幌市管工事業協同組合
あんしん基金

◎ × ● ● ● ● ×

ＨＲＭホールディングスグループ
まちづくり応援基金

◎ ● ● ● ● ● ●

アサヒ住宅福祉応援基金 ◎ ● ● ● ● ● ×

札幌クリーニング協同組合
環境美化基金

◎ ● ● × ● ●

株式会社フォルテック100周年記念
こども基金

◎ ● ● ● × ×

太陽グループ３億円基金 ◎ ● ● ● ● ●

北海道循環器病院
環境さぽーと基金

◎ ● ● ● ● ●

アリヤス基金 ◎ ● ● ● ●

さくらマネジメントグループ基金 ◎ ● ● ● ●

株式会社水章工業　こども基金 ◎ ● ● ● ●

新弘設備工業55周年記念
まちづくり基金

◎● ● ● ●

長内 芸術振興基金 ◎● ● ● ●

「安田・三兼」まちづくり応援基金 ◎ ● ● ●

あいおいニッセイ同和損保
環境基金

◎ ● ×

「あなたが健康だと、だれかが
うれしい」健康応援基金

◎● ● ●

道路工業株式会社　夢クリエイト基金 ◎● ● ●

北電力設備工事（株）60周年記念
まちづくり基金

◎ ● ●

エスエー　こども応援基金 ◎ ● ●

北央道路工業株式会社
地域あんしん基金

◎ × ×

北ガス　札幌市を元気に！
まちづくり応援基金

◎ ●

札幌日信電子 50th
まちづくり応援基金

◎ ●

さくら佐藤建設株式会社
夢　みんなのまちづくり応援基金

◎ ●

◎：冠基金設置 ●：助成事業あり ×：助成事業なし（黄色マーカーはR2・R3両年度ともに助成実績なし）
資料２－2



テーマ「東日本大震災被災者支援」及び
「北海道胆振東部地震被災者支援」の今後について

【現状】現在も寄付募集を継続中だが、震災から年月が経過しているため、
事業助成申請が大幅に減少している

【解決策（案）】

・両テーマについて、令和４年３月末で寄付募集を終了する。
・過去、応募実績のある団体に対し、基金の活用を周知、促進していく。

【原因】

年月の経過による記憶の風化が起きている。被災者支援に対するニーズの低下など

資料３



令和３年度ＮＰＯの情報発信力強化支援事業について 

１ 情報発信力向上セミナーについて 

（１）開催概要 

第１回 ３月４日(金)15:00～ 情報発信の概要 

第２回 ３月４日(金)16:15～ 発信初心者向け 

第３回 ３月９日(水)16:00～ 発信経験者向け 

※別添のチラシ、札幌市・事業者HP、北海道新聞別刷「さっぽろ10区」等で広報 

（２）応募状況 

第１回 25名 

第２回 32名 

第３回 34名 

２ ＷＥＢページ等作成に係る情報整理アドバイザー派遣及び補助金について 

（１）対象団体 

札幌市で活動するNPO法人、さぽーとほっと基金登録団体 

（２）応募状況 

期 間 令和３年12月22日(水)～令和４年１月17日(月) 

    ※対象団体へ、別添のチラシを郵送またはメールにて周知 

応募数 25団体  ※HP等を持たない団体を優先し、抽選で10団体に派遣決定 

（３）派遣状況（2月28日時点） 

派遣中    ２団体 

派遣終了   ８団体 

（４）ＷＥＢページ等作成補助金について 

申請予定   ５団体（すべて派遣終了） 

使わない   ５団体 

３ パンフレットについて 

（１）概要 

タイトル「ＮＰＯのチカラこぶ」   各号５万部作製 

 第１号：子ども関連事業に取り組むＮＰＯ（10団体）を掲載 

 第２号：高齢者関連事業に取り組むＮＰＯ（10団体）を掲載 

※別添のパンフレットは、データをカラープリンタで印刷した見本 

（２）配布先 

区役所、区民センター、地区センター、まちづくりセンター、社会福祉協議会、郵

便局、認可保育園、児童会館、若者支援センター、地域包括支援センター、介護予防

センターなど   ※３月末～４月にかけて配布 





札幌市 令和３年度ＮＰＯの情報発信力強化支援事業 

令和３年度ＷＥＢページ等作成に係る 

情報整理アドバイザー派遣事業のご案内 

～応募方法～ 

【対象】 

▶札幌市で活動する特定非営利活動法人

▶さぽーとほっと基金登録団体      のいずれか 

※派遣は 10 団体まで。 

応募多数の場合は抽選で決定します。（ホームページ等を持たない団体優先） 

【応募方法】 次のいずれかの方法でご応募ください。 

▶①WEB フォーム https://ezokitchen.co.jp/adviser_dispatch/

▶②メール    adviser@ezokitchen.co.jp 

▶③電話     011-231-2222（平日 10 時～16 時） 

※12 月 28 日～1月 4日は休み

【締切】令和４年１月 17 日（月）16 時まで 

【内容】 

団体に対してアドバイザーを派遣し、ホームページの作成に関する基本的な情報整理や 

SNS 等の活用などについて、無料でアドバイスをします。アドバイス後は、必要に応じて 

外部委託するための仕様書及び見積書を作成し納品します。 

▶費用：アドバイザー派遣に係る費用は無料。 

▶期間：令和４年１月下旬～令和４月３月 15 日 アドバイスは計 10 時間程度

▶当事業は、札幌市からの委託により、株式会社えぞキッチンが実施します。

※事業の詳細は、別紙の応募要項をご覧ください。 

団体の情報発信についてお悩みはありませんか？ 

「ホームページを作成したが、うまく活用できていない」、 

「SNS を活用して情報を届けたいが、どうすればいいのかわからない」 

札幌市では、市民活動を行う団体の情報発信について、 

ホームページの作成に関する情報整理や、SNS 等の活用など 

プロのアドバイザーが、無料でアドバイスを行う事業を実施します。 

ホームページはあるけれど、 

見てほしい人に 

届いているだろうか・・・ 

SNSで発信したいけれど、

何から始めたらよいか 

わからない・・・ 



札幌市 令和３年度ＮＰＯの情報発信力強化支援事業 

～応募後の大まかな流れ～ 

～Q＆A～ 

Q：アドバイスをもらうのに費用はかかるの？ 

A：費用は無料です。 

Q：アドバイスを受けたら、絶対にホームページを作る必要があるの？ 

A：必須ではありません。 

団体の事情に応じてホームページが不要というアドバイスとなることもあります。 

Q：ホームページを作りたいので、アドバイスはいらないけど補助金申請したい。 

A：アドバイザー派遣を受け、ホームページの作成・改修が必要というアドバイスを受けた 

団体が補助金の対象となります。 

Q：作成・改修したホームページ、SNSの管理や運営にかかる費用は誰が負担するの？

A：補助金の対象は、作成・改修に係る外部委託費用のみとなります。 

自ら作成・改修した場合の費用や、運営管理費は各団体の負担となります。

【お問合せ・お申込み先】 

令和3年度ＷＥＢページ等作成に係る情報整理アドバイザー派遣事業 受託者 

株式会社えぞキッチン（担当：神田[かんだ]） 

電 話：011-231-2222 （平日10:00～16:00） 
メール：adviser@ezokitchen.co.jp

【事業担当】 札幌市 市民文化局 市民自治推進室 市民活動促進担当課

電話：011-211-2964 メール：shimin-support@city.sapporo.jp 

【情報整理アドバイザー派遣事業】

※ホームページ等作成補助金の詳細は、別途該当団体にお知らせします。

【HP等作成補助金申請】


































